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1. はじめに
現在学校の保健室には、けがや発熱などの身体的
な症状を訴える児童生徒、友達とのトラブルから腹
痛や頭痛を訴える児童生徒、虐待が疑われる児童生
徒など様々な問題を抱えている児童生徒が来室して
いる。非行などの問題行動を抱えている児童生徒、
多動や粗暴等から教室にいることができにくい児童
生徒たちの来室も増えている。保健室は、応急処置
の場であると同時に、このような不適応の児童生徒
の居場所にもなっており、一人ひとりの「困り感」
に寄り添って支援・援助しているのが養護教諭であ
る。さらに、平成 19 年度から始まった特別支援教
育では、養護教諭は、特別支援教育コーディネーター
に指名されたり、校内委員会の委員になるなど中心
的な存在となっている場合が多い。しかしながら、
養護教諭向けの特別支援教育関連の書籍はほとんど
なく、特別支援教育を推進するための養護教諭の役
割、校内委員会の活性化に向けた養護教諭のかかわ
り方、特別支援教育と保健室の連携などについての
研究は極めて少ない。
そこで、平成 22 年に「配慮の必要な児童生徒」
の実態を把握し、特別支援教育における養護教諭の
役割や特別支援教育に対する意識、養護教諭の学校
での役割や位置づけなどを明確にするための質問誌
調査を企画し、足立区教育委員会の協力を得て実施
した。だが、この足立区での養護教諭の調査は、足
立区という一地域の調査であったため、翌年、足立
区の養護教諭調査と同様の内容で全国調査を実施
し、その結果を公表してきた 1）-10）。
この両調査の結果から、①養護教諭の重要性、②
養護教諭の孤立感、③養護教諭とそれ以外の教員と
の連携の重要性等の示唆があった。さらに、特別支
援教育における養護教諭の役割を明確にするため
に、養護教諭を含む特別支援教育に関連している職
種の役割についての分析結果を公表した 5）。その結
果、養護教諭は、特別支援教育に関連する職種の役
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割について、①児童生徒へのカウセリングは養護教
諭とスクールカウンセラーの双方の役割、②カウン
セリングや相談業務はスクールカウンセラーの役
割、③児童生徒の学校生活に関することなどは養護
教諭の役割であり、④特別支援育コーディネーター
は、特別支援教育全般についてのコーディネイティ
ングを役割とし、さらに、⑤学校種間によって特別
支援教育に対する考え方に違いがあり、特に小・中・
高校と特別支援学校（これ以降「支援校」とする）
には違いがあることなどが明確となった 5）。
2. 研究の目的
以上のことから、特別支援教育における養護教諭
の役割を明確にするために、「2010 年足立区調査（こ
れ以降「足立区調査」とする）」と「2011 年全国調
査（これ以降「全国調査」とする）」の両調査の結
果を、学校校種間、特に小・中・高校別及び多変量
解析（林の数量化Ⅱ類）を中心に分析をする。な
お、この両調査は、現在進行している科学研究費研
究（課題番号：24531268「特別支援教育における養
護教諭とそれ以外の教員との連携の阻害要因に関す
る研究」）の先行研究である。
3. 研究の方法
⑴ 調査対象
「足立区調査」の対象は、東京都足立区の区立小
学校・中学校、都立高等学校（これ以降「高校」と
する）、都立支援校の公立学校全校 123 校で実施し
た。「全国調査」の対象は、小学校 668 校、中学校
478 校、高校 230 校、中等教育学校 32 校（平成 22
年度の全校）、支援校 242 校、計 1,650 校の国公立
の学校で実施した（国立の学校は全校）	（表 1参照）。
対象校の抽出方法は、平成 23 年度「学校基本調査」
の都道府県別学校数から対象数を算出し、さらに規
模別に抽出した。なお、対象抽出校が 1校の県は 2
校とし、東日本大震災の被災関連地域は県庁所在地
のみを対象とし、宮城県の仙台市は内陸の区のみで
実施した。
⑵ 調査方法
両調査とも、調査対象者である養護教諭が勤務し
ている学校に直接調査票を送付し、記入後、返信用
封筒にて返送する郵送回収法で実施した。調査票の
配布は、各学校 1通とし、①支援校の全対象校、②
在校生が 1,000 名以上の小学校・中学校・高校には
原則 2部を配布した。
⑶ 調査期間
「足立区調査」は、平成 22（2010）年 10月初旬に
発送し、10月31日を回収期限とした。「全国調査」は、
平成 23（2011）年 11月中旬に発送し、支援校は 12
月5日、一般学校は12月20日を回収期限とした。
⑷ 回収結果
両調査の回収結果をまとめたのが表 1である。な
お、回収率は、複数枚送付した学校もあるが、1校
1票（1名）として算出した。その結果、総数では、
小学校が 173 名（23.4%）、中学校が 139 名（27.0%）、
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高校が 80 名（33.5%）、中等教育学校が 7名（21.9%）、
支援校が 140 名（56.7%）、全体が 539 名（30.4%）
であった。
⑸ 調査票の構成
調査票は、「足立区調査」では 1種類、「全国調査」
では一般学校用と支援校用の 2種類作成をした。こ
の両調査とも質問項目は、①基本的属性、②勤務校
等での児童生徒、③特別支援教育の実態と意識、④
特別支援教育関連の職種、⑤こども観、⑥ストレス、
⑦特別支援教育などに対する自由記述、である。な
お、職種の役割は、特別支援教育などに関連する項
目や養護教諭の役割と考えられる項目などを考慮し
て 24 項目とし、各項目複数回答で尋ねた。
⑹ 分析方法
学校校種別のクロス集計の結果から、小学校・中
学校・高校の 3校種での再分析を実施し、学校 3校
種を独立変数として林の数量化Ⅱ類の分析を実施し
た。また、養護教諭の役割を明確にするために、特
別支援教育コーディネーターとスクールカウンセ
ラーの役割との比較も実施した。なお、林の数量化
Ⅱ類とは、外的基準が分類である場合の数量化で、
変数が質的データのときの判別分析に相当する数量
化のことで、算出された各変数のカテゴリーの数値
を大きさや方向について比較して、ケースのどのよ
うな特性（特別支援教育の役割）が各グループ（学
校校種）の差異に強く効いているかを知ることがで
きる分析である。
4. 研究の結果と考察
⑴ 調査回答の養護教諭の特徴
回答者の学校別の割合は、小学校が 44.1%、中学
校が 35.5%、高校が 20.4%であった。
小学校の養護教諭は、平均は 42.7 歳の女性で、
最小年齢は 22 歳、最大年齢は 60 歳であった。教諭
としての経験年数は、30 年以上（28.9%）、20 〜 25
年未満（13.9%）、15 〜 20 年未満（11.0%）の順で、
20年以上のベテランが52.6%で最も多かった。なお、
勤務校の規模は、平均児童数は 618.3 人、最小児童
数は 136 人、最大児童数は 1,475 人であった。
中学校の養護教諭は、平均は 43.7 歳の女性で、
特別支援教育に関する研究	−特別支援教育における小・中・高校の養護教諭の役割−
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最小年齢は 23 歳、最大年齢は 60 歳であった。教諭
としての経験年数は、30 年以上（24.5%）、25 〜 30
年未満（18.0%）、20 〜 25 年未満（15.1%）の順で、
20年以上のベテランが57.6%で最も多かった。なお、
勤務校の規模は、平均生徒数は 608.6 人、最小生徒
数は 149 人、最大生徒数は 1,120 人であった。
　高校の養護教諭は、平均は 43.6 歳の女性で、
最小年齢は 21 歳、最大年齢は 59 歳であった。教諭
としての経験年数は、30 年以上（21.3%）、25 〜 30
年未満（16.3%）、10 〜 25 年未満（12.5%）の順で、
20年以上のベテランが50.0%で最も多かった。なお、
勤務校の規模は、平均生徒数は 784.8 人、最小生徒
数は 124 人、最大生徒数は 2,205 人であった。
⑵ 学校校種別の特別支援関連職種の役割
①養護教諭の役割（表 2参照）
養護教諭の役割は、小学校の養護教諭では、
t.c.m.g.l.d.j.k.u.（英字は項目記号で、内容は表を参照。
これ以降同じ）の 9 項目（うち5 項目が 5 割以上）を
第 1位にあげている。
中学校の養護教諭では、b.f.e.o.n.x. の 6 項目（うち
2 項目が 5 割以上）を第 1位にあげている。
高校の養護教諭では、a.i.p.h.r.v.q.w.s. の 9 項目（う
ち3 項目が 5 割以上）を第 1位にあげている。
②	スクールカウンセラーの役割（表 3参照）
スクールカウンセラーの役割は、小学校の養護教
諭では、k.n.t.g. の 4 項目（うち 1項目が 5割以上）
を第 1位にあげている。
中学校の養護教諭では、l.p.m.f.o.v.e.w.x. の 9 項目
（うち 3項目が 5割以上）を第 1位にあげている。
高校の養護教諭では、a.j.b.d.q.c.u.h.r.i.s. の 11 項
目（うち 4項目が 5割以上）を第 1位あげている。
③	特別支援教育コーディネーターの役割（表 4 参照）
特別支援教育コーディネーターの役割は、小学校
の養護教諭では、s.r.w.u.t.k.q.j.i.l.m.n.f.b.a.g. の 16 項
目（うち 12 項目が 5割以上）を第 1位にあげている。
中学校の養護教諭では、v.h.x. の 3 項目（全項目
が 5割以上）を第 1位にあげている。
高校の養護教諭では、p.o.d.c.e. の 5 項目（うち 4
項目が 5割以上）を第 1位にあげている。
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以上から、養護教諭の役割として重要と考えてい
るのが、小学校の養護教諭では、t. 職員会議への出
席と参考意見・情報の提供、中学校の養護教諭では、
b. 児童・生徒に対する助言・援助、高校の養護教諭
では、a. 児童・生徒へのカウンセリングである。ス
クールカウンセラーの役割として重要と考えている
のが、小学校の養護教諭では、k. 教職員等への研修
活動、中学校の養護教諭では、l. 保護者に対する助
言・援助、高校の養護教諭では、a. 児童・生徒への
カウンセリングである。特別支援教育コーディネー
ターの役割として重要と考えているのが、小学校の
養護教諭では、s. 校内委員会のための情報収集や校
内研修の企画・運営、中学校の養護教諭では、v. 外
部の関係機関等とのネットワークの構築・連携・調
整、高校の養護教諭では、p. 保護者や教職員等に対
する支援・相談である。
さらに、3職種に共通した役割だと思っているの
は、小学校の養護教諭では、g. 児童・生徒の素行や
しつけについての指導、k. 教職員等への研修活動、
t. 職員会議への出席と参考意見・情報の提供の 3項
目である。中学校の養護教諭では、x. ボランティア
等の地域との連携・調整のみである。高校の養護教
諭は、3職種に共通した役割の項目はない。
これらのことから、各職種の役割は、それぞれ特
徴があると各学校種の養護教諭は考えているが、そ
の差となると少ない。
⑶ 学校校種と特別支援関連職種の役割の関係
　 −林の数量化Ⅱ類による分析−
①	養護教諭の役割（図 1参照）
林の数量化Ⅱ類の分析の結果、養護教諭の役割と
して、小学校の養護教諭が、特に担うべき役割とし
ているのは、s. の 1 項目であり、担うべき役割とし
ているのは、g.k.t. の 3 項目であった。逆に、担う
べき役割でないとしているのが、f.h.i.q.r.w. の 6 項
目であった。
中学校の養護教諭が、特に担うべき役割としてい
るのは、g. の 1 項目であり、担うべき役割としてい
るのは、c.d.e.l.m.n.v. の 7 項目であった。逆に、担
うべき役割でないとしているのが、a.b.j.p.s. の 5 項
特別支援教育に関する研究	−特別支援教育における小・中・高校の養護教諭の役割−
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目であった。
高校の養護教諭では、特に担うべき役割としてい
るのは、o.r.t.w. の 4 項目であった。
②	スクールカウンセラーの役割（図 2参照）
スクールカウンセラーの役割として、小学校の養
護教諭が特に担うべき役割としているのは、k.v. の
2 項目であり、担うべき役割としているのは、a.o. の
2 項目であった。逆に、担うべき役割でないとして
いるのが、d.h.s. の 3 項目であった。
中学校の養護教諭では、特に担うべき役割として
いるのは、c.f.j. の 3 項目であり、担うべき役割とし
ているのは、d.l.w. の 3 項目であった。逆に、担う
べき役割でないとしているのが、p.r.t. の 3 項目で
あった。
高校の養護教諭では、特に担うべき役割としてい
るのは、a.t. の 2 項目であり、担うべき役割として
いるのは、s. の 1 項目であった。逆に、担うべき役
割でないとしているのが、x. の 1 項目であった。
③	特別支援教育コーディネーターの役割（図 3 参照）
特別支援教育コーディネーターの役割として、小
学校の養護教諭が特に担うべき役割としているのは、
e.g.o.r.w. の 5 項目であり、担うべき役割としているの
は、f.s.t. の 3 項目であった。逆に、担うべき役割で
ないとしているのが、h.m.p. の 3 項目であった。
中学校の養護教諭では、特に担うべき役割として
いるのは、c. の 1 項目であり、担うべき役割として
いるのは、b.d.h.m.p.r.u.v. の 8 項目であった。逆に、
担うべき役割でないとしているのが、g.k.o.q. の 4
項目であった。
高校の養護教諭では、特に担うべき役割としてい
るのは、b.j.p.v. の 4 項目であり、担うべき役割とし
ているのは、e. の 1 項目であった。
林の数量化Ⅱ類の分析から、小学校の養護教諭が
考えている養護教諭の重要な役割は、s. 校内委員会
のための情報収集や校内研修の企画・運営である。
スクールカウンセラーの重要な役割は、v. 外部の関
係機関等とのネットワークの構築・連携・調整であ
る。特別支援教育コーディネーターの重要な役割は、
e. 問題を抱える児童・生徒の家庭訪問、r. 学校内に
おけるチーム体制の構築・支援、w. 外部の関係機
関等との連絡調整である。
中学校の養護教諭が考えている養護教諭の重要な
役割は、g. 児童・生徒の素行やしつけについての指
導である。スクールカウンセラーの重要な役割は
f. 児童・生徒本人や保護者の意向・ニーズ等の学校
への伝達、j. 教職員に対する助言・援助である。特
別支援教育コーディネーターの重要な役割は、u. 援
助チーム内での指導的役割である。
高校の養護教諭が考えている養護教諭の重要な役
割は、o. 障害のある児童生徒やその保護者の代弁者
的役割、r. 学校内におけるチーム体制の構築・支援、
w. 外部の関係機関等との連絡調整である。スクー
ルカウンセラーの重要な役割は、a. 児童・生徒への
カウンセリングである。特別支援教育コーディネー
ターの重要な役割は、b. 児童・生徒に対する助言・
援助、j. 教職員に対する助言・援助、p. 保護者や教
職員等に対する支援・相談、v. 外部の関係機関等と
のネットワークの構築・連携・調整である。
以上、特別支援関連の職種の担うべき役割につい
て学校校種間での比較を実施してきた。その結果、
林の数量化Ⅱ類などからも、各関連職種とも基本的
には、その職種の役割、例えば、スクールカウンセ
ラーであると児童生徒のカウンセリングなどを役割
として考えている。しかも、そのなかでも特別支援
教育コーディネーターは、文部科学省が指摘してい
る役割を基本的な役割と考えている。さらに、学校
種間は、小・中・高校の養護教諭の役割に対する意
識の間には差があり、特に、小・中校と高校との間
に差がある。
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図 1　学校校種と養護教諭の役割と結果
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図 3　学校校種と特別支援教育コーディネーターの役割と結果
